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１年のしめくくりに向けて
校 長 古 市 直 彦

今年のカレンダーが最後の１枚となりました。

コロナ禍の中ではありますが、できる限りの対策を立てながら

学校運営を進めてきた令和２年でした。特に夏休み以降は、９月

の体育祭、１０月の合唱コンクール、１１月の１年生校外学習に

３年生の進路面談、そして全学年の第３回定期テストと、行事も

順調に進めることができました。それぞれの行事では、今までに

ない制限があったり、対策を講じたりする必要がありましたが、

その中で子どもたちは最大限の頑張りをみせてくれました。

そして、それぞれの行事の中では、「振り返り」を大切にしてきました。この「振り返り」で大切

なのは、後悔することでなく、次に生かすことだと考えています。

アメリカの精神科医である、スマイリー・ブラントンという方が、次のようなことを言ってます。

１２月は、一年間の「振り返り」をする月でもあります。生徒の皆さんは、この一年間で、どんな

ことを学び、何に気付いたでしょうか。しっかりと振り返り、来年の目標を立てる際に生かせるよう

にしてもらえたらと願っています。

中学生の交通事故急増中！

年末は、日没が一年で最も早く、日の出も遅いことから、夕暮れから夜間、明け方における交通事

故が増加する傾向にあります。特に夕暮れ時間帯は、ドライバーからは道路を横断する歩行者や走行

中の自転車が発見しにくいことから交通事故が多発します。11月以降、市内中学生の交通事故が急

増しているという情報もあります。一人一人が交通ルールを遵守し、正しい交通マナーを実践するこ

とにより、交通事故の防

止を図りましょう。

右の図の中には、交通

ルールを守っていない危

険な行為が１０ヶ所あり

ます。

どこがどう危険なのか

わかりますか？

答えは裏面にあります

が、ぜひ、ご家庭でも話

題にしてみていただけれ

ばと思います。

幸せになりたいならば、「あの時ああしていれば」と言う代わりに、
「この次はこうしよう」と言うことだ。



＜答え＞ ❶自転車も一時停止をしなければなりません。

❷傘さし運転は危険ですので、雨具を着用しましょう。

❸並んで走ってはいけません。

❹左側を走行しましょう。

❺まわりの音が聞こえない状態で運転することは禁止されています。

❻横断歩道に歩行者がいたら、歩行者の通行を妨害してはいけません。

❼二人乗りは大変危険ですのでやめましょう。また、左側を走行しましょう。

❽渡ろうとしている人がいたら、車は止まらなくてはなりません。

❾道路の無理な横断は危険ですのでやめましょう。

❿歩道は歩行者優先です。自転車で歩道を走行する時は、車道側を、すぐに止まれる

速度で走りましょう。

最近の交通事故には、次のような傾向が多いそうです。

（１）飛び出しや安全不確認歩行・走行の事故が多い。

・見通しの悪いクランクの道へ走り込み、対向車にはねられた。

・自宅マンションの敷地内から、道路へ出た際に、右側から来た車にはねられた。

・渋滞の車の間を抜けて横断しようとしたところを対向車にはねられた。

（２）自転車での飛び出し事故が多い。

・下り坂を勢いよく下り、一時停止をせずに交差点へ侵入し、車にはねられた。

・自転車で赤信号に気付かず、そのまま交差点へ侵入し、車の側部へ衝突した。

（３）小学生の低学年の事故が増えている。

・民家から出てきた車が歩道を歩いている本人に気付かずぶつかってきた。

・自転車で坂を下っていて、ブレーキが効かず、壁へ激突した。

特に、中学生の場合、自転車による事故が多いようです。千葉県では、次のような「ちばサイクル

ール」を推奨しています。ご家庭でもご理解・ご協力をお願い致します。

あなたとみんなの命を守る「ちばサイクルール」

※「ちばサイクルール」は、内閣府の「自転車安全利用五則」をもとに「千葉県自転車条例」

の内容を取り入れた自転車安全利用に関するルールです。

学習指導員について
児童生徒一人一人の学習定着度に応じたきめ細かな指導や、学級・教

科担任の補助を目的とした学習指導員が千葉市より配置されることにな

りました。本校には、千葉大学教育学部在学中の町田明日香さんが、毎

週金曜日を原則に来校し、授業の補助や放課後の学習相談に対応しても

らうことになります。よろしくお願いいたします。

【自転車に乗る前のルール】
①自転車保険に入ろう

②点検整備をしよう

③反射器材を付けよう

④ヘルメットをかぶろう

⑤飲酒運転はやめよう

【自転車に乗る時のルール】
①車道の左側を走ろう

②歩いている人を優先しよう

③ながら運転はやめよう

④交差点では安全確認しよう

⑤夕方からライトをつけよう


